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SEND プログラム インドネシア 川柳 1 回完結型 関係性 
 
1．はじめに 
 筆者は 2016 年の 2 月から 3 月にかけて 17 日間 SEND（Student Exchange Nippon 
Discovery）プログラム 1によってインドネシアの国立パジャジャラン大学人文学部日本語
学科に派遣された。筆者とともに派遣されたのは早稲田大学の学部も学年も異なる学部生
5 人であった。派遣の 5 ヶ月前から派遣後まで実践について 6 人で対話を重ねた。渡航前
教育については鈴木（2015）を参照されたい。 
 パジャジャラン大学はインドネシアの高等教育機関で日本語教育を最初に開始した大学
であり、SEND プログラムでも 2013 年のパイロット・プロジェクトから数えて、本派遣
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以上の考えに基づき、実践で定めた目標は以下 3 点である。 




川柳の授業は 2 年生の日本語表現演習の 2 クラスと 4 年生の日本語教育実習、観光ガイ
ド向けの日本語クラスの計 4 クラスで行った。各クラス 90 分 2×1 コマの 1 回完結型の実
践である（表 1 参照）。実践は派遣の最終週に配置されていたため、実践の前に各クラス
の授業に TA として参加し、クラスの参与観察を行った。 
 
 表 1 パジャジャラン大学における川柳の実践 
日時 学年 クラス 人数 
2016 / 3 / 7 9 : 30 – 11 : 00 4 年生 日本語教育実習 44 人 
2016 / 3 / 8 7 : 30 – 9 : 10 2 年生 日本語表現演習 A 25 人 
2016 / 3 / 8 9 : 20 – 10 : 50 4 年生 観光ガイド向けの日本語 50 人 
2016 / 3 / 8 12 : 30 – 14 : 10 2 年生 日本語表現演習 B 27 人 
 
3．川柳の実践 
実践は 3 人（筆者と学部生 2 人）で行うチームティーチングで、もう一つのチームの 3







































するため提示したものの 1 つは以下のものである。 












 ― 4 ―  
 
うかの再確認をすること、自主制作の前のウォーミングアップをねらいとし、5 音 7 音の
言葉探しの練習を行った。4、5 人のグループに分かれ、日本語で 5 音（2 回目は 7 音）の
ものを制限時間内にできる限り多くノートに書き出していった。グループ活動にすること






短冊を作ることをアナウンスした。短冊の例を PPT で示し以下、要点を挙げた。 
 1）縦書き 2）左下に名前を書く 3）配置のバランス 
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